










『祖先の女』りにはつぎの 5つの異稿がある。 4幕からなる初稿 (1816)，ツュライフォ














なJ(SB. S.125)め状態からやっと抜けでて， i一種の明かるさJ(SB. S.135)をとりもど
したところだっTこ。
彼が「頭の中で完全に整理されていたJ(SB. S. 133) i枝先の女」の素材をシュライ
フォーゲノレに告げたのが1816年 7月22日。ツュラ イフォーゲノレの「作品はで、きあがって





がゲーテに会ったときのことを引き合いにだ して励ます。翌日第 1幕が書きだされ， 4， 
5日で‘完成する。 17日には第2幕が始まり ，25日に完成。第 3幕(のちの第 3，4幕)は
24日から翌月 3日までの聞に成立する。この間， 1幕できあがるごとにシュライフォ ー
ゲノレのところに持っていって朗読する。第4幕(のちの第 5幕)は9月6日に始まり，
48 
16日には彼に手渡す。 1日おいてツュライフォーゲノレは第 1，2， 3森に目を過して多く
の箇所に線を引き，欄外に疑問符や所見を3きこんで(第4幕はそのまま)， 22日に グ




















になったかも しれぬ作品を，グェノレナーの i2月24日J(1810)やミュノレナーの「罪J(1 
813)に代表される運命劇に近づけようとするものだといえよう。の この要求をグ リルパ
















で二次的に改作された部分がその痕跡として残っている。 2) 第 3幕の終りの短食1の場
に机批の闘霊の出現が加わる。幽霊が「悪いこと」父殺しを予見したから出たとみるの
はしかし皮相的な解釈で，呪いの短剣を手にしても身の安全をはかろうとするヤロミ ー
ノレの不安を象徴さしたとみるぺきであろう。 3) 初稿はヤロミ ーノレの死で終っていた
が，それが同時に祖批の罪のつぐないの終りをも意味するように強調された。
一方ジュラ イフォ ーゲノレの指示にしたがわない部分がある。 1) 自分がほんとうのベ


















































































































が実の兄だと判明しでもなお，約束の場所である地下納骨堂， I黒い烏箔J (V.2629) 
に行こうとし， 同時にまた机の上の議薬のはいった小瓶「花締の賜りものJ (V.2638) 
「小さな探館J (V. 2641)を飲もうとして， 瓶のところに行きながら， I冷たいさそ
りにI攻みつかれてJ(V. 2621f. )死んでいく。↑f熱的あまりにも↑17熱的である。











































(3J イソツ ェスト について。 相手が実妹とわかった彼が「私が始めたことは遂げられ









ろ，天使は消えて，女だけがいるJ (V. 2805f. )。正常な感覚や判断を失った精神状態
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だ。 J (V.3304)(初稿「もうくたばりやがったか?J 16)J，ギュソターが涙ながらに，i死
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ロミーノレにその意志がない。 コームもそう言っている(JosefKohm: Zur Gharakteristik 
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